
(2)今後の方向性

今後も適切な排水設備の設置等を指導・促進し、下水道普及率の向上を目
指すとともに、下水道処理区域内の家屋及び既存の未水洗化家屋への水洗
化普及活動を行い、下水道法の目的である公衆衛生の向上、洪水の防除及
び公共用水域の水質保全を図る必要がある。

未水洗化世帯等にパンフレットなどを配布し、下水道への接続により河川等の公共用水
域への過剰な負荷が軽減させられること、補助的な制度も含めて、説明に力を注いだ。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

本下水への接続に多額の工事費用が見込まれること。
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平成27年度から新たな市街化調整区域の下水道整備が開始し、今後、水洗化
世帯の拡大が見込まれるため、予算は現状維持とする。
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従前の訪問に加え、郵送による普及啓発をおこなう。
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どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています
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水洗化件数 水洗便所に改造した件数
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下水道処理区域内の未水洗化家屋に対して、水洗化を促進する。 平成
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①水洗化世帯の拡大により生活環境の改善と、河川などの公共用水域の良好な水質を保全する。
②公共下水道を促進するため、排水設備設置・改造等、下水道法令等を遵守しているか確認検査をする。
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事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26 年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
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単位

昭和32年度から下水道事業に着手し、昭和38年度から公共下水道が供用開始され、この事業が始まった。

総合計画の体系 章 街づくり 生活環境の改善と公共用水域の水質保全
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事業の種別

下水道節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針
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下水道維持課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 排水設備担当

■ □ □
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事業コード
排水設備事業
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関連・類似事業
下水道法、所沢市下水道条例

部課コード 900700 ℡ 2921-1022

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

①戸別訪問して、水洗化の普及促進及び家屋等の現状調査、未水洗化の理由を把握する。
②水洗便所改造資金の利用を斡旋する。
③広報等に水洗化の普及促進のお願いを掲載する。
④下水道法、所沢市下水道条例等の基準に適合した設備とするため、排水設備の設計・施工内容を審査し、竣工検査を行う。

基本
方針

27,71281,74980,799

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

800

H28目標値

560 1,072

Ｈ 26 Ｈ 27

185

1,800

98

単位

％

件

目標値 100

将来目標

「実績」
縮小図る

開始年度 昭和　32

④
経
　
費

財
源
内
訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

※「財源内訳」について 


